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北極ライダT観測(スピッツベルゲン)

北∵極域と中緯度､威層圏の比較
Arctic Lidar Observation　-　Co叩arison of arctic and mid-

ノIatitude stratospheric areposols
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Abstract:　Lid′ar observation of stratospheric aerosols were made at Ny-Aalesund

(790)during the period from December 1994　t0　㍍arch 1995. Results of observation

are co叩ared with those in Fukuoka(33　N). Height integrated backscattering coef

ficient which are larger than those observed in Fukuoka suggests that high latit

udestratosphere forms a reservoir of the aerosols　甘hich lぬght be originated fron】

the lo甘er latitude region, variation of peak scattering ratio and height of the

peak are also discussed.

1,はじめに

福岡大学と名古屋大学太陽地球環境研究所の合同観測チームはノルウェー･スピッツベ

ルゲンのこオルセン北極基地にライダ-システムを設置し､ 1 994年1月に初めて北極

圏ライダー観測を行った.二期目の今回は1 994年1 2月初旬から1 9　95年3月初旬

にかけて行われ､一期月と同様､バ■ックグラウンドの成層圏エアロゾル層に重畳して､橿

成層圏婁(Polar Stratospheric Clouds)が観測された｡今回はー1 9 94年1 2月初旬

から1 995年2舟末までの変化を同時期の福岡大学における観測結果と照らし合わせ､

散乱比のピーク高度､ピーク値､或いは後方散乱断面積等とーの比華を行い､北極圏と中緯

度の成層圏における違いについて述べる｡

2,観測結果

スピッツベルゲンでは1994年12月から1 995年3月にかけて観測が行われたが､

1 994年1 2月14日-2　2日､ 1 9　95年1月4日-1 8日にはP S Cが観測された

(Fig.1) ｡ P S Cが観測された期間を除くと､成層圏エアロゾル層のピークは高度12-

3kmに出現している(Fig.2)　一方福岡では1 991年6月のピナツポ火山の大噴火に

よって急増加したエアロゾルがしだいに減少し､現在はかなり定常な状態に近くなってい

る｡散乱比の変化は観測期間中を通してほとんど無く､ピークはニオルセンよりも7-8

km高い20km付近に観測された｡この期間の福岡の第一圏界面高度は北極域なみに低
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く一　極域と中緯度の圏界面高度の違いによるもの

と考えることばできない｡

後方散乱係数の圏界面高度以上の積分値

( Integrated Backseattering Coefficient

: I.B.C)にも､北極圏ではP S Cの影響が顕

著に現れているが､全期間を通してスピッ.ツ

ベルゲンの方が値が大きい　(Fig.3)　アラ

スカのデータと比較すると､橿渦が発達して

いるときは､卓ゐ中は外に比べてエアロゾル

は少ないが､それにもかかわらず｡中緯度の

福岡よりは多い｡少なくとも冬期に関しては､

低緯度よりも高緯度の方にエアロゾルが潜ま

りやすい状態を衰していると考えられる｡
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